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恒生病院の東側に患者さま専用駐車場がござい
ます。駐車可能台数は 60 台（障害者スペース4台
含む）です。
料金は外来患者様は３時間まで 100 円の割引サ
ービス処理をさせて頂きますので、会計時に駐車
券を受付へお出し下さい。外来患者様以外は 1 時
間毎に 200 円を頂戴しております。お見舞いの方
には割引サービスはございません。ご理解ご協力
の程どうぞよろしくお願い致します。

病院周辺での路上駐車はご遠慮ください。

※ 予約患者様が優先となります。ご予約のない場合は待ち時間が長くなることがありますのでご了承ください。　
※ 救急搬送や緊急手術などにより、担当医が変更となる場合があります。日曜・祝日は休診です。 ＜急患は臨時対応可＞　

平成30年7月現在【受付時間】（月～土）午前診 8:45 ～11:30（初診の方は～11:15）／午後診15:00 ～17:00
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北六甲台天上公園（バス停）
光歯科クリニック向かいの角 山口センター (バス停 )
中国道高架下 (国道 176号 ) 名来 (バス停 ) 病院

外来担当医表

3T の高い磁場強度により、微小病変がより見やすくなり
ます。脳、脊椎、関節軟骨、血管、心臓などを含め全身
のより高精細な検査を行うことができます。 

当院 MRI 装置を含め一般的な MRI 装置は 60cm 程度
の開口ですが、今回導入しました MRI は最も広い
70cm の開口部を確保し、今までより快適に検査を受け
て頂けます。

検査を受けて頂く方に快適な環境を確保するために、様々な最新技術を搭載しています。
静音撮像技術により騒音を軽減し、軽量コイルシステムにより圧迫感を軽減することができます。
検査時間は撮影部位によって異なりますが、15分～30分程の検査時間となります。
クモ膜下出血の原因となる脳動脈瘤の初期の脳梗塞の発見など、病気の早期発見や予防にも効果的な検査となっています。
従来では1.5Tの磁場強度のMRIが主流でしたが、今回2台目として大学病院などでも使用されている最新の3TMRIを導
入しました。
今回の2台目の導入により検査までの日数が短縮し、よりスピーディーな予約が可能となります。

高精細な画質

開口部が広い

最新型の3T(テスラ) MRI 装置を導入しました最新型の3T(テスラ) MRI 装置を導入しました

MRI（磁気共鳴画像診断）検査について
MRI 検査とは、強力な磁場と電波を利用して人体を撮
影する検査です。( 放射線被ばくはありません）

世界最新鋭のドイツ、シーメンス社製の 3TMRI 装置
を、導入しました。現在、当院にある MRI は 1.5Ｔで
あり、その 2 倍の磁場強度を持つため、より精密な
検査に対応可能となります。

当院のMRI 装置について



私のおすすめの１冊　「脳が壊れた」
著：鈴木大介　出版社：新潮社
発行年月日：2016 年 06月　新潮新書

　突拍子もない題名ではあるが、職業柄なのか目に止まった一冊です。
フリーランスの取材記者である著者は、４１歳という若い年齢で右の
脳梗塞を発症し、麻痺等の後遺症は軽かったが、高次脳機能障害が残っ
てしまった。この本は「見えづらい障害」について、著者の葛藤や思いが
書かれている。
　現在脳外科医として多くの治療に携わる中、こういった後遺症に悩
まされている方々と接することも多い私にとって、ハッとさせられる
ことも多く書かれている。

　脳梗塞を伴い、心の中が常に表現で
きない感情と猛烈な焦燥や不安に襲われていた著者。日々の涙
と楽天的で面倒見が良い義母の存在が、失われつつあった心の
安らぎをもたらしてくれたという。何事もそうであると思う。大
切なのは言葉だけではなく、相手を思いやる行動である。著者は
最後にこう綴っている。「高次脳機能障害や脳疾患の患者様がい
たら、「大丈夫？」という言葉をかけるのではなく、その人がして
欲しいであろう事を黙ってやってあげて欲しい」と。
　私自身、脳外科医として最善の治療を行なうべく日々、努力を
している。ただ脳細胞は繊細であり、再生能力がなく、小さな損
傷でも大きな後遺症として残ってしまうことも多い。後遺症に
対しても寄り添っていける脳外科医になりたいと思う。

恒生病院医師のお勧めの一冊紹介

「脳が壊れた」
鈴木大介／著　新潮社 

あじさいコンサートを終えてあじさいコンサートを終えて

部署紹介「地域連携室」部署紹介「地域連携室」

業務内容

医療機関との連携（前方支援）

構　成 場　所

回復期リハビリテーション病棟 1階
玄関入って正面

看護師・・・1名
医療ソーシャルワーカー・・・5名
事務・・・2名

医療相談（後方支援）

　病気やケガに伴って起こる患者様やご家族様の生活上の様々な問題を聴いたうえで、

制度の活用の促進や関係機関との連携を行いながら問題解決のお手伝いをします。

例えば…

● 医療費の支払いや生活費など、経済的な心配

● 在宅生活での支援サポートについて知りたい

● 家で介護するのが困難なので、病院や施設を探したい　　など

悩み事、不安な事などございましたら、いつでもご相談下さい。

杉原　良　医師（画像診断専門医）杉原　良　医師（画像診断専門医）

　このたび、恒生病院では初めてとなる画像診断専門医として今年4月
から勤務しております。
　放射線科で撮影されるCTやMRIの検査画像は、診察やさまざまな検査
で得られた情報とともに、主治医が見て総合的に診断します。恒生病院の
CTやMRIの装置は、精細な断面の画像を細かく刻むことができますので、
１回あたりの画像枚数が膨大な量になることがあります。画像診断医は、

その膨大な断面画像を特に詳しくみて、症状とは関係のない部分に偶発的な異常が潜んでい
ないかまでチェックします。また、過去に同じ部位の画像検査が行われていれば、今回の画像
と詳しく比較して、病気の進行度合・治療の進み具合も確認します。
　患者様と直接お会いする機会はほとんどありませんが、皆様が放射線科で受けられる検査
が今まで以上に有益なものとなりますよう、陰ながら貢献できればと考えています。

　平成 30 年 6 月 30 日 ( 土 ) に恒例の院内音楽会
「あじさいコンサート」を開催いたしました。入院・
外来患者さまをはじめ、ご家族さまや近隣の方々、
「介護型ケアハウス ストロベリー」ご利用の方など多
くのご参加をいただきました。

　今回は、高橋 きよみ様によるエレクトーン演奏で、
迫力のある「ルパン三世のテーマ‘78」や「川の
流れのように」「見上げてごらん夜の星を」など、
心に沁み入る名曲をご披露いただきました。また、
「上を向いて歩こう」の曲に合わせてリハビリ体操を
行い、参加者の皆さまと会場全体が一体になりました。

　懐かしい曲に参加された方々の表情もほころび、思わず口ずさまれたりと、笑顔が溢れたコンサートに
なりました。「久しぶりに生演奏を聴けて嬉しかった！とても良かった！」との嬉しいお声もいただき、
今回も大盛況のうちに終えることができました。

　次回は12月 8日 (土 )にクリスマスコンサートの開催を予定しております。皆さまお誘い合わせの上、
是非ご参加ください。職員一同、心よりお待ちしております。

篠田 成英　医師 

地域の医療機関と連携を図り、切れ目のない医療が受けられるよう支援をします。
① 地域の医療機関・施設からの診察や入院（救急を含む）の連絡調整
② 当院受診後、他医療機関への診察・予約の連絡調整
③ 紹介状・返書の管理
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